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議会新体制スタート
５月８日に第２回臨時会が開催され、正副議長をはじめ各委員などが選出されました。議会構成は次のとお
りです。

平成31年４月１日から、これまでの第１常任委員会、第２常任委員会から、下記のように名称と所管
部署が変更になりました。

名称 所管事項 定数

総務産業建水委員会
総務部、地域振興部、建設水道部、会計課、消防本部、文教厚生委
員会に属さない事項

９人

文 教 厚 生 委 員 会 市民生活部、健康福祉部、教育委員会、病院事業 ９人

令和元年第2回臨時会報告

議長 山田　正和監査委員 後藤　久男 副議長 水野　哲男

議 長 あ い さ つ

市民の皆様には、平素より、市議会に対しまして、温かいご理解とご支援を賜り、心より厚く御礼
申し上げます。
このたび、改選後初の５月臨時会において議長の重責を担うこととなり、改めてその責任の重さを

痛感し、身の引き締まる思いであります。議会の果たすべき役割を十分認識し、開かれた議会、信頼
される議会として、公正かつ円滑な議会運営に努め、本市の発展と市民福祉の向上に最善の努力を尽
くして参りますので、皆様方の一層のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任のあいさつ
といたします。
 議長　　山田　正和

常任委員会の名称が変わりました
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土 岐 市 議 会 だ よ り

正　副　議　長 議　　長　　　山田　正和
 副 議 長　　　水野　哲男
 監査委員　　　後藤　久男

委員会構成等　◎委員長　○副委員長
 ◎杉浦　司美　○加藤　辰亥　　小栗　恒雄　　髙井由美子
 　加藤　淳一　　鈴木　正義　　北谷　峰二　　各務　和彦

　　　　　　┬ ◎各務　和彦　○安藤　　学　　小栗　恒雄　　髙井由美子
　　　　　　│ 　楓　　博元　　加藤　辰亥　　山田　正和　　鈴木　正義
　　　　　　│ 　和田　悦子
　　　　　　│
　　　　　　└ ◎水石　玲子　○西尾　隆久　　杉浦　司美　　加藤　淳一
 　後藤　久男　　北谷　峰二　　水野　哲男　　小関　篤司
 　後藤　正樹

　　　　　　┬ ◎小栗　恒雄　○加藤　淳一　　杉浦　司美　　加藤　辰亥
　　　　　　│ 　後藤　久男　　山田　正和　　和田　悦子　　水石　玲子
　　　　　　│ 　安藤　　学
　　　　　　│
　　　　　　└ ◎楓　　博元　○髙井由美子　　西尾　隆久　　鈴木　正義
 　北谷　峰二　　各務　和彦　　水野　哲男　　小関　篤司
 　後藤　正樹

　　　　　　　　　　　東濃農業共済事務組合　　　　　　　　　山田　正和
　　　　　　　　　　　東濃西部広域行政事務組合　　　　　　　山田　正和　　各務　和彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水石　玲子
　　　　　　　　　　　土岐川防災ダム一部事務組合　　　　　　山田　正和
　　　　　　　　　　　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合　　山田　正和　　水石　玲子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西尾　隆久

　　　　　　　　　　　
　（土岐津）髙井由美子　　（下石）杉浦　司美　　（妻木）鈴木　正義　　（濃南）水野　哲男
　（駄知）　後藤　久男　　（肥田）水石　玲子　　（泉）　加藤　辰亥

議会運営委員会

常任委員会 総務産業建水委員会

文 教 厚 生 委 員 会

特別委員会 議 会 改 革

行 財 政 改 革

組 合 等 議 員

議 員 団 長

議議 会会 構構 成成
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平成31年度土岐市一般会計予算　所管部分
　　　地方特例交付金の子ども・子育て支援臨時交付金については、幼児教育、保育の無償化による措置であ
るが、一時的なものか。
　　　現在の情報では、６か月の特例交付金と聞いている。
　　　繰入金の財政調整基金繰入金について、繰入額が増加している要因は。
　　　病院事業への繰出金の増加が主な要因である。
　　　医師確保奨学基金負担金返還金の返還理由について。
　　　総合病院就職予定者に対する奨学金だが、他の医療機関に就職されたため返還していただくもの。
　　　総務費の地域情報化推進事業補助金について。
　　　市内のデジタル・ディバイドを解消するため曽木地区に光通信回線網を引く補助金である
　　　国際交流事業について、どのような事業を予定しているか。
　　　ファエンツァ市の陶器や写真などを展示する交流事業を予定している。

　　　東京圏からの移住支援事業補助金の事業概要について。
　　　東京23区在住もしくは在勤者が就労のため移住した場合、100万円以内の補助をするもの。
　　　民生費の地域密着型サービス整備助成事業費補助金の施設整備計画について。
　　　第７期介護保険事業計画において、地域密着型介護老人福祉施設を整備することとしており、昨年９月
に公募により、事業者を美濃陶生苑に決定し、平成32年度開設予定である。
　　　保育園、幼稚園、こども園の３歳以上児のクラスの中で、担任を受け持つ日々雇用職員は何名予定して
いるのか。
　　　保育士が不足している状況は続いてお
り、５、６名を予定している。
　　　財産区繰入金のうち、下水道繰入金の負
担割合に疑問があり、この予算に反対する。
　　　ごみ処理手数料の有料化により、低所得
者に大きな負担となっているため、負担軽減の
必要がある。
　　　プレミアム付商品券事業は、消費税増税
を前提とした事業であり認められないため、こ
の予算に反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

ファエンツァの工房 国際陶磁器博物館

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

〒 す　し 花 八百屋

〒

答弁

討論

討論

討論

委員会報告（第1常任委員会）
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土 岐 市 議 会 だ よ り

平成31年度土岐市国民健康保険特別会計予算
　　　特定健康診査事業について、受診率向上のための方策は。
　　　30年度はAI を利用した受診勧奨により効果が上がった。31年度は、医師会と協力した情報提供事業や、
国保連のコールセンターを利用した受診勧奨を実施し、更なる受診率向上に努めたい。
　　　保険料は前年比どの程度を見込んでいるか。
　　　対前年比、５、６％増を見込んでいる。
　　　基金などを活用し、保険料を抑制すべきであり、市民の負担が大きくなるこの予算に反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成31年度土岐市後期高齢者医療特別会計予算
　　　すこやか健診、さわやか口腔健診の受診率をどのように考え
ているのか。
　　　すこやか健診は20％、さわやか口腔健診は３％を目標として
取り組んでいきたい。

質疑

答弁

平成31年度土岐市病院事業会計予算
　　　医師数は、26名で予算計上し、現
状は23名であるが、１日平均外来患者数
が470名の受け入れは可能か。
　　　非常勤医師の協力を得ることで470
名の受け入れは可能である。
　　　収入不足を補うため、一般会計から
16億円繰入をして、市民の医療体制を守
ることができるのか。
　　　医師確保は、楽観できるものではな
いが、地域の２次救急を守っていけるよう
努めたい。
　　　高額な機器等の更新を予定している
が、経営状態が厳しい中、更新時期を考えてはどうか。
　　　有用なものであり、耐用年数を大きく経過しており、壊れると診療に支障をきたすため、補助金を有効
活用しながら、更新計画を進めていきたい。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

平成30年度土岐市一般会計補正予算
（第６号）　所管部分
　　　プレミアム付
商品券事業は、消費
税増税を前提とした
事業であり、認めら
れないため、この補
正予算に反対する。

討論

平成30年度土岐市病院事業会計補正予算（第１号）
　　　５年間で約22億円の指定管理料は当初、初期投資
で大きな額を使うと思うが、どのような配分か。
　　　指定管理料は、政策的医療介護交付金と経営基盤強
化交付金の２つの交付金で構成している。そのうち、経営
基盤強化交付金は、指定管理者の経営基盤を強化するため
のもので、傾斜的に配分することを想定している。

質疑

答弁
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平成30年度土岐市病院事業会計補正予算（第１号）
　　　指定管理料の内訳について。
　　　救急医療、小児医療、リハビリテーション医療、災害時医療、
地域包括ケアの推進の５つの地域医療や介護を担っていただく対価で
ある。
　　　国の医療費削減というプランに乗り、進められる指定管理に対
する予算には反対する。

質疑

答弁

討論

土岐市病院事業実施施設の指定管理者の指定について
　　　救急医療に関し、受け入れ体制を協定書に明記しないのか。
　　　１年後の話であり明確になっていない。今後の協議事項である。
　　　継続雇用される職員に対し給料減額分の補てんはないか。
　　　職員組合等と何度も話し合いの場を持ち、現在検討中である。
　　　周産期医療の確保について、どのような考えか。
　　　現状の医療機能の維持を基本としており、周産期医療は、今後の検討事項である。
　　　現在の医師数は23名であるが指定管理になることで、常勤医師は何名となるのか。
　　　厚生連は５年で５名医師を増やすよう計画している。市としても引き続き医師確保に努力していきたい。
　　　拙速に決めないように、との請願も出ている。市民説明会が実施されていない執行部の姿勢にも違和感
がありこの議案に反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

土岐市病院事業の行う施設の管理を指定管理者に行わせる議
案の慎重審議等を求める請願について
　　　指定管理は、総合病院を立て直すラストチャンスである。
市民の命、健康を守るため、スピード感を持って指定管理に向け
て取り組む必要があり、この請願を不採択としたい。
　　　市民の命、健康を守るため、国に対して働きかけをするの
は当然である。市民に対して説明不足の中、指定管理を進めてい
くのは拙速であり、この請願を採択したい。

意見

意見

土岐市国民健康保険条例の一部を
改正する条例について
　　　今回の改正により、２割軽減、
５割軽減の影響世帯は何件か。
　　　２割軽減、５割軽減それぞれ
20世帯弱が軽減の対象になる見込み
である。

質疑

答弁

土岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例について
　　　市内に、条例に規定される施設は何件あるのか。
　　　地域型保育として４園ある。
質疑

答弁
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平成31年度土岐市一般会計予算　所管部分
　　　教育費県補助金の日本スポーツマスターズ2019開催助成金について。
　　　来年度岐阜県で開催されるもので、土岐市は軟式テニスの会場となり、開催に当たり市が負担する費用
の１/２を県から補助を受けるものである。
　　　浄化槽設置事業補助金について、何基分想定しているのか。
　　　16基分である。

　　　環境センター長寿命化事業につ
いて、今後も２億円程度の支出が継続
するのか。
　　　躯体など大規模修繕は終了して
いるが、炉や機器などの定期的な修繕
等、維持管理費が今後も必要である。
　　　商工振興費のプレミアム付商品
券発行事業について対象者への通知方
法は。
　　　対象である子育て世代へは、抽
出後引換券を送付する。住民税非課税
世帯へは、住民税確定後に申請書を送
付するが、被扶養者、生活保護費受給
者など対象から外れる方もあり、審査
のうえ引換券を送付する。

　　　観光 PR事業について、事業内容は。
　　　観光協会での新商品開発とイベント開催等の活動に対する補助、県の協議会での2020年に放送される
大河ドラマ「麒麟がくる」のプロモーション用パンフレット制作等である。
　　　商工振興費の美濃焼のうつわを楽しむ暮らし事業の内容は。
　　　まちづくりプロジェクト「土岐くらしのラボ」による、本物の美濃焼を土岐市から贈ろうという企画で、
４月１日以降に生まれたお子さんを対象に美濃焼のすり鉢、離乳食レシピ及び陶育の絵本を配布する事業であ
る。
　　　橋梁整備事業について、耐震補強の進捗状況と実施予定数は。
　　　補修、耐震補強の対象が79橋あり、34%ほど進んでいる。来年度は６橋を行う予定である。
　　　教育指導費の35人学級について実施内容は。
　　　国、県の基準とは別に、市からサポートティ
ーチャーを派遣し中学校２年生、３年生のクラス編
成を35人以下とするもので、来年度は土岐津中学校、
西陵中学校が対象となっている。
　　　ふるさと魅力体験事業について、対象学年と
内容は。
　　　ふるさと魅力体験事業は、来年度と再来年度
の２年間で実施するもので、対象学年は学校により
異なり、歴史的建造物や博物館等の県有施設を見学
する事業である。

質疑

答弁

質疑

答弁

環境センター

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

委員会報告（第2常任委員会）
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平成31年度土岐市一般会計予算　所管部分
　　　文化振興費について、乙塚古墳附段尻巻古墳整備工事について。
　　　段尻巻古墳の割れた天井石の補修、墳丘の漏水防止工
事及び周辺整備等を３年間で計画しており、来年度は工事監
理業務委託及び乙塚古墳整備、周辺広場整備を予定している。
　　　青少年育成費について、放課後教室の指導員の体制は。
　　　市内に８教室あり、少ないところで２名、多いところ
で６名配置し、現在25名体制であるが、来年度は４名増員し、
29名体制を予定している。
　　　電源立地地域対策交付金を受けることにより、瑞浪超
深地層研究所の方針に反対しにくくなることから、この予算
には反対する。

乙塚古墳

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

土岐市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について
　　　専門職大学とはどういう大学のことか。
　　　学校教育法の改正により４月から創設される新しい制度で、職場の即戦力となる人材育成を目指す実践
教育機関である。

質疑

答弁

平成31年度土岐市駐車場事業特別会計予算
　　　駅前駐車場等整備工事について、駅前広場
自動車駐車場及び駅前自動車駐車場の駐車台数は。
　　　新設の駅前広場自動車駐車場は12台。駅前
自動車駐車場は16台の予定である。

質疑

答弁

平成31年度土岐市下水道事業会計予算
　　　ストックマネジメント計画について。
　　　下水道施設を計画的かつ効率的に管理
するもので、来年度は管路、マンホールポン
プ、処理場について実施するものである。

質疑

答弁

土岐市駐車場の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例について
　　　駅西及び駅前駐車場の利用料金は変更
されるのか。
　　　両駐車場の利用料金の変更はない。

質疑

答弁

平成31年度土岐市水道事業会計予算
　　　配水施設改良費について、耐震化の進捗状
況は。
　　　最新の耐震化率は32.5％で、年間約１％を
目標に、土岐市水道事業経営戦略に基づき計画的
に工事を進めている。

質疑

答弁

平成30年度土岐市一般会計補正予算（第６号）　
所管部分
　　　学校建設費について、空調設備は全小中学校に
設置するのか。
　　　普通教室を優先に全小中学校に設備する予定で
ある。

質疑

答弁

土岐市水道事業経営審議会設置条例の一部を改正
する条例について
　　　水道事業と下水道事業とを１つにして問題はない
のか。
　　　委員構成が同じであり、審議は事業ごとに行う
ので特段問題はない。

質疑

答弁
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
都
道
府
県
化
に

よ
っ
て
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
変
更
で
住
民
の
生
活
を
守
れ
る
か
、

防
波
堤
に
な
れ
る
の
か
、
自
治
体
の
役
割

も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
岐
市
の
国
保
料

の
水
準
は
県
下
で
ど
の
よ
う
か
。

　

平
成
30
年
度
１
人
当
た
り
の
保
険
料
調

定
額
は
９
万
３
０
９
６
円
で
、
県
で
31
番

目
で
す
。
平
成
29
年
度
は
10
万
３
６
４
３

円
で
、
県
22
番
目
で
し
た
。

　

１
万
円
近
く
下
が
っ
た
要
因
は
。

　

30
年
度
は
経
営
努
力
分
の
経
過
措
置
の

交
付
金
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

30
年
度
は
下
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　

こ
の
水
準
が
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
は

今
の
段
階
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
は
下
が
っ
て
も
今
後
ど
う
な
る
の
か

注
視
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
間
、

２
０
１
７
年
７
月
に
国
の
財
政
支
援
の
要

望
を
全
国
知
事
会
が
出
し
、
２
０
１
８
年

６
月
に
全
国
市
長
会
が
国
庫
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
な
ど
の
重
要
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
（
市
長
）
国
民
皆
保
険
制
度
で
国
保
が

一
番
脆
弱
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
国
保
財
政
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
市

町
村
と
し
て
、
国
に
対
し
て
支
援
の
拡
充

を
一
応
働
き
か
け
し
て
い
き
た
い
。

◆
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　

10
月
の
制
度
移
行
で
幼
児
教
育
、
保
育

の
無
償
化
の
対
象
は
。

　

３
歳
以
上
の
就
学
前
児
、
０
歳
〜
２
歳

ま
で
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
が
対
象
。
幼

稚
園
、
認
可
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
事
業
、
認
可
外
保
育
施
設
や

一
時
預
か
り
事
業
所
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
病

後
児
保
育
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

給
食
費
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

国
は
３
歳
以
上
の
小
学
校
就
学
前
児

の
、
主
食
費
、
副
食
費
を
実
費
徴
収
と
し

て
い
ま
す
。
当
市
は
現
在
、
食
材
費
等
の

実
費
分
は
保
育
料
に
含
め
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

給
食
費
を
実
費
負
担
に
す
る
と
今
の
保

育
料
よ
り
高
く
な
る
可
能
性
は
な
い
か
。

　

今
は
所
得
に
応
じ
た
保
育
料
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
保
育
料
が
安
い
人

は
上
が
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

●
つ
い
数
年
前
に
保
育
料
を
改
訂
し
て
、

保
育
園
は
主
食
代
を
市
の
負
担
に
変
え
ま

し
た
。
仮
に
も
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償

化
と
い
う
な
ら
、
今
よ
り
も
負
担
が
増
え

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
検
討
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

小関　祥子小関　篤司

◆
濃
南
小
学
校
小
規
模
特
認
校
制
度

に
つ
い
て

　

導
入
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

　

濃
南
小
学
校
の
小
規
模
化
に
歯
止
め
を

か
け
、
学
校
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
目
的
で
準
備
を
進
め
て
き
た
。
準
備
委

員
会
の
開
催
や
、
各
地
区
自
治
会
や
校
長

会
、
こ
ど
も
園
の
保
護
者
の
説
明
会
な
ど

を
開
催
し
て
き
た
。

三
十
一
年
四
月
か
ら
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
、
一
名
の
入
学
が
実
現
す
る
運
び
と
な

っ
た
。

　

入
学
を
決
め
た
理
由
や
要
望
な
ど
に
つ

い
て

　

家
族
と
の
面
談
の
中
で
、
豊
か
な
自
然

と
少
人
数
で
き
め
細
か
な
指
導
が
何
よ
り

も
魅
力
的
で
あ
る
と
言
っ
て
み
え
た
。

◆
濃
南
小
学
校
及
び
濃
南
中
学
校
の

今
後
の
教
育
の
展
望
に
つ
い
て

　

小
規
模
特
認
校
に
続
く
、
特
色
や
魅
力

の
あ
る
教
育
方
針
の
考
え
に
つ
い
て

　

次
の
一
手
と
し
て
、
さ
ら
な
る
特
色
化

や
魅
力
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
土
岐
市
の

誇
れ
る
学
校
と
し
て
行
く
こ
と
を
目
指
し

て
、
平
成
三
十
二
年
四
月
か
ら
小
中
一
貫

教
育
校
に
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

小
中
一
貫
教
育
校
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

文
科
省
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
授
業

が
分
か
り
、学
習
意
欲
が
向
上
す
る
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和
や
教
職

員
の
指
導
姿
勢
や
意
欲
が
高
ま
る
な
ど
の

成
果
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
九
年
間
を
見
通
し
た
新
た
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
や
見
直
し
な
ど
、

教
職
員
に
か
か
わ
る
課
題
が
デ
メ
リ
ッ
ト

し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
の
体
制
に
つ
い
て

　

校
長
が
小
中
を
兼
務
し
て
一
人
に
な
っ

た
ほ
う
が
合
理
的
で
、
円
滑
な
運
営
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
教
員
は
小
中
の
兼

務
と
な
り
、
小
学
校
の
う
ち
か
ら
中
学
校

の
よ
う
な
教
科
担
任
に
よ
る
専
門
的
な
授

業
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

　

濃
南
小
中
学
校
は
こ
の
制
度
に
適
し
て

い
る
の
か
。

　

両
校
は
校
舎
が
隣
接
し
て
お
り
、
当
制

度
移
行
に
と
っ
て
大
き
な
強
み
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
小
中
連
携
し
た
教
育

を
進
め
て
確
か
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、

条
件
は
整
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

小関　祥子水野　哲男
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◆
太
陽
光
発
電
事
業
を
め
ぐ
る
環
境

問
題
と
対
策
に
つ
い
て

　

太
陽
光
発
電
事
業
が
増
え
、
平
成
二
十

七
年
十
月
末
で
、
約
八
割
が
事
業
者
で
す
。

心
配
し
て
い
る
事
は
使
用
済
み
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
不
適
正
な
処
分
や
不
法
投
棄
、

現
場
へ
の
置
き
去
り
投
棄
で
す
。
太
陽
光

発
電
設
備
指
導
要
綱
制
定
以
前
の
事
業
者

の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
の
か

　

把
握
は
し
て
い
な
い
。

　

要
綱
制
定
後
の
設
置
数
は
平
成
二
十
九

年
ま
で
で
十
八
件
の
事
業
が
行
わ
れ
た
が

事
業
者
は
市
内
か
市
外
か
県
外
か
。

　

す
べ
て
市
外
の
事
業
者
。
県
内
事
業
者

は
四
件
、
県
外
事
業
者
は
十
四
件
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
置
要
綱
の
適
用
す
る
面

積
は
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
認

識
し
て
い
る
が
、
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
未
満
の
小
規
模
事
業
者
の
数
は
把
握
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。

　

要
綱
の
対
象
が
該
当
し
な
い
の
で
届
け

出
が
な
く
把
握
し
て
い
な
い
。

　

富
士
宮
市
や
志
摩
市
で
は
小
規
模
な
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
事
業
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
て
い
る
。

土
岐
市
に
お
い
て
制
定
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　

現
段
階
で
は
、
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
と
い
う
面
積
要
件
を
下
げ
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
見
直
す
ス
タ
ン
ス
は
な

い
。

●
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
お
い
て
は
平
成

二
十
八
年
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
関
連
事
業
者

の
倒
産
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
不
法
投
棄
等
の
発
生
を
懸
念
す

る
意
見
が
あ
っ
た
。
将
来
の
対
策
を
お
願

い
し
た
い
。

◆
外
国
人
観
光
客
誘
致
対
策
に
つ
い
て

　

海
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
に
は
陶
磁
器

産
業
を
売
り
に
し
た
戦
略
が
考
え
ら
れ
る
。

陶
磁
器
研
究
者
で
、
陶
芸
家
と
し
て
も
世

界
的
に
有
名
な
小
山
富
士
夫
氏
の
窯
跡
が

美
濃
陶
芸
村
の
一
角
に
あ
る
が
、
現
在
、

窯
跡
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る

の
か
。

　

遺
族
か
ら
市
に
寄
託
さ
れ
、
現
在
は
市

の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
毎
週
の
窓
の
開

閉
、
清
掃
業
務
、
道
路
の
補
修
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

　

小
山
氏
は
国
内
外
に
フ
ァ
ン
が
多
く
、

窯
跡
を
整
備
し
て
誘
客
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

　

進
入
路
が
狭
小
で
未
舗
装
。
水
道
の
布

設
が
な
く
、
現
状
で
は
積
極
的
な
活
用
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

●
費
用
を
上
回
る
効
果
を
検
証
し
て
み
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

小関　祥子和田　悦子

◆
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

総
合
病
院
が
破
綻
状
態
に
な
っ
た
原
因

は
。

　

市
長　

一
番
の
原
因
は
医
師
不
足
で
す
。

順
当
に
医
師
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
一
番
の
原
因
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

医
師
の
派
遣
が
無
い
原
因
は
。

　

市
長　

基
本
的
に
は
私
も
詳
細
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

市
長
が
指
定
管
理
に
つ
い
て
病
院
の
職

員
に
説
明
に
行
か
れ
た
事
は
あ
り
ま
す
か
。

　

市
長　

職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
院
長
を
中
心
に
管
理
者
の
皆
さ

ん
に
お
話
を
し
に
行
き
ま
し
た
。

　

職
員
に
対
す
る
思
い
を
一
言
。

　

市
長　

公
務
員
の
立
場
か
ら
民
間
に
移
る

と
い
う
こ
と
で
新
し
い
職
場
に
移
っ
た
方
も

見
え
ま
す
し
残
ら
れ
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
行
政
と
し
て
出
来
る
事
は
し
て
い
き
た

い
な
と
も
思
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
は
公

務
員
と
い
う
安
定
的
な
立
場
か
ら
そ
れ
を
求

め
て
就
職
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
そ

う
い
う
事
を
考
え
れ
ば
大
変
残
念
だ
な
と
思

い
ま
す
。

　

市
民
に
対
す
る
説
明
は
。

　

市
長　

病
院
を
存
続
す
る
と
い
う
議
論
よ

り
も
、
医
師
を
確
保
し
て
地
域
医
療
を
守
っ

て
い
く
か
と
い
う
観
点
が
理
解
し
て
い
た
だ

け
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
行
っ

て
も
ド
ク
タ
ー
が
い
な
く
な
れ
ば
廃
止
と
い

う
最
悪
の
場
合
に
な
り
ま
す
の
で
指
定
管
理

を
導
入
す
る
こ
と
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

◆
周
辺
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

　

駅
周
辺
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

み
え
る
の
か
。

　

市
長　

駅
周
辺
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

で
道
路
の
整
備
や
駅
広
の
整
備
を
し
て
駅
周

辺
は
居
住
空
間
と
し
て
い
か
に
再
生
す
る
の

か
と
い
う
の
が
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

◆
イ
オ
ン
開
業
に
つ
い
て

　

イ
オ
ン
開
業
時
期
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
み
え
る
の
か
。

　

イ
オ
ン
が
提
示
し
た
２
０
２
１
年
度
以
降

が
妥
当
な
線
だ
と
思
っ
て
早
ま
る
こ
と
は
無

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
オ
ン
と
の
紳
士
協
定
と
は
。

　

最
初
に
結
ん
だ
協
定
が
あ
り
お
互
い
が
誘

致
に
向
け
て
努
力
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
開

業
時
期
を
明
記
し
て
補
償
問
題
を
協
定
で
決

め
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

　

イ
オ
ン
と
の
協
定
は
無
い
の
か
。

　

そ
れ
以
降
財
産
区
と
土
岐
市
と
イ
オ
ン
で

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
イ
オ
ン
が
撤
退
し
た

ら
投
資
し
た
分
は
補
償
し
て
い
た
だ
く
申
し

合
わ
せ
は
し
て
い
ま
す
。

小関　祥子山内　房壽
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
て

　

通
学
カ
バ
ン
の
重
量
軽
減
に
つ
い
て

　

小
学
校
は
、
国
語
、
算
数
以
外
の
教
科

書
や
ノ
ー
ト
、
そ
の
他
学
用
品
は
置
い
て

よ
い
。
中
学
校
で
は
、
５
教
科
以
外
の
教

科
書
、
ノ
ー
ト
、
そ
の
他
学
用
品
等
は
置

い
て
よ
い
こ
と
と
す
る
。

◆
子
育
て
世
代
に
優
し
い
環
境
づ
く
り

　

土
岐
市
立
児
童
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
条
例
等
の

改
善
の
お
考
え
は
。

　

条
例
に
市
内
と
あ
り
ま
す
の
で
、
条
例

に
基
づ
い
て
対
応
す
る
。

　

放
課
後
教
室
に
つ
い
て

市
内
の
放
課
後
教
室
の
利
用
数
は
。

　

２
月
現
在
の
登
録
者
数
、
１
千
１
６
７

名
。
平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
１
月

ま
で
の
延
べ
人
数
７
万
７
千
７
２
４
名
。

１
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
１
日
平
均
は
、
約
45

名
。

　

卒
園
児
の
小
学
校
入
学
式
ま
で
の
受
け

入
れ
状
況
は
。

　

新
２
年
生
か
ら
新
６
年
生
は
４
月
１
日

か
ら
参
加
で
き
る
。

新
１
年
生
の
参
加
は
、
入
学
式
の
翌
日
か

ら
の
参
加
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

受
け
入
れ
側
の
体
制
整
備
・
課
題
を
整

理
し
な
が
ら
、
放
課
後
教
室
以
外
で
の
方

法
も
検
討
し
、対
応
策
を
研
究
し
て
い
く
。

◆
避
難
所
の
整
備
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
整
備
に

つ
い
て

　

現
在
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
最
優
先
で
進
め
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

◆
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

　

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
に
つ
い
て

当
市
の
対
象
人
数
は
。

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
が
対
象
で

２
月
末
現
在
で
６
千
８
０
７
名
。

　

周
知
方
法
は
。

　

４
月
以
降
、
案
内
文
と
と
も
に
抗
体
検

査
と
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
同
封
し
、
個
別
に
郵
送
す
る
。

小関　祥子水石　玲子

◆
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　

豚
コ
レ
ラ
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

　

こ
れ
ま
で
イ
ノ
シ
シ
２
頭
を
検
査
し
、

陰
性
で
し
た
。
又
イ
ノ
シ
シ
の
拡
散
防
止

の
た
め
に
県
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
狩
猟
禁
止
区
域
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　

３
月
15
日
ま
で
市
内
全
域
が
禁
止
区
域

に
な
っ
て
い
ま
す
。
再
開
に
つ
い
て
は
現

在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

　

補
助
金
を
利
用
し
て
の
捕
獲
数
の
大
幅

な
増
加
を
期
待
し
ま
す
が
、
過
去
の
捕
獲

数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

捕
獲
に
対
す
る
報
奨
金
の
増
額
と
い
う

こ
と
で
、
オ
リ
等
の
補
助
の
増
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
捕
獲
数
は
、
年
度
・
イ
ノ
シ

シ
の
数
・
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
数
で
お
答
え

し
ま
す
。

27
年
・
２
９
８
頭
・
13
頭
、

28
年
・
３
２
４
頭
・
19
頭
、

29
年
・
４
２
６
頭
・
19
頭
で
す
。

　

電
気
柵
・
金
属
柵
の
設
置
補
助
事
業
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
あ
る
場
合
に
現

物
支
給
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
濃
南
地
域

と
肥
田
町
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
制
度
を
利
用
し
た
い
が
３
戸
以
上

の
受
益
者
で
な
い
人
へ
の
対
応
策
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
で
す
か
。

　

現
在
は
、
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
交
付
金
に
よ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
以
外
の
補
助
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

◆
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

新
し
い
企
業
誘
致
用
用
地
の
確
保
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

定
林
寺
地
区
の
用
地
は
、
調
査
を
し
て

い
ま
す
が
、
事
業
費
が
27
億
円
と
高
額
に

な
る
た
め
、方
針
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

下
石
西
山
地
区
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
今

年
中
に
進
出
企
業
の
公
募
を
す
る
計
画
で

す
。
敷
地
の
造
成
等
を
市
で
行
な
う
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

企
業
誘
致
の
成
果
を
公
表
く
だ
さ
い
。

　

地
域
名
・
固
定
資
産
税
と
法
人
市
民
税

の
合
計
額
・
市
内
在
住
の
雇
用
者
数
で
お

答
え
し
ま
す
。
プ
ラ
ズ
マ
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
、
２
億
６
千
９
０
０
万
円
・
９
０
１
人
、

ア
ク
ア
シ
ル
ヴ
ァ
、
４
億
８
千
２
０
０
万

円
・
１
８
８
名
、南
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
５
千
７

０
０
万
円
・
69
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
早
期
開
店
へ
の
動
き

は
ど
う
で
す
か
。

　

市
、
財
産
区
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
３
者

で
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

植
物
工
場
が
誘
致
で
き
た
よ
う
で
す
が
。

　

１
件
進
出
さ
れ
、
本
年
６
月
よ
り
操
業

さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

小関　祥子楓　博元

放課後教室
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◆
土
岐
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
厚
生
連
指
定
管
理
者
選

定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
制
度
導
入
フ
ロ
ー
を
基
に
総

合
病
院
再
編
で
市
長
に
よ
る
非
公
募
決
済

が
最
善
の
方
策
で
あ
る
と
の
根
拠
は
。

　

指
定
管
理
者
選
定
は
原
則
公
募
で
す
が

市
場
で
受
け
皿
が
な
い
業
務
で
は
直
営
を

考
え
ま
す
が
、
今
回
の
一
番
大
き
な
要
因

は
、
公
募
で
応
募
者
が
あ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
将
来
を
見
据
え
て
東
濃
医
療
体
制

を
確
保
す
る
た
め
に
東
濃
厚
生
病
院
と
の

一
院
化
が
望
ま
し
い
と
い
う
目
標
に
向
け

て
東
濃
厚
生
の
経
営
者
で
あ
る
厚
生
連
へ

指
定
管
理
を
お
願
い
す
る
の
が
適
正
と
い

う
意
味
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

指
定
管
理
導
入
に
あ
た
っ
て
の
判
断
基

準
は
。

　

病
院
事
業
は
全
て
が
公
的
病
院
で
は
な

い
。
大
き
な
民
間
病
院
も
あ
り
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
と
同
時
に
、
市

民
の
皆
様
が
求
め
て
い
る
医
療
提
供
体
制

を
確
保
す
る
た
め
に
民
間
の
力
を
借
り
る

と
い
う
判
断
で
す
。

　

再
編
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
医
師
確
保
の

財
政
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
導

入
後
、
医
療
提
供
体
制
を
ど
う
展
開
さ
れ

る
の
か
。
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　

か
ね
て
か
ら
、
こ
の
地
域
の
医
療
提
供

体
制
を
い
か
に
守
る
か
、
い
か
に
確
保
す

る
か
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
申
し
上
げ
て

い
ま
す
。現
行
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
、

財
政
負
担
軽
減
を
実
現
で
き
る
相
手
と
し

て
、
厚
生
連
を
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る

提
案
で
す
。

　

政
策
医
療
、
医
師
数
、
医
療
収
支
等
医

療
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
医

療
提
供
体
制
を
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
と
い

う
前
提
で
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。
政
策
医

療
は
通
常
や
る
と
不
採
算
に
な
る
救
急
医

療
、
小
児
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
医
療
が
あ
る

が
、
協
定
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

総
合
病
院
が
指
定
管
理
と
な
っ
て
ど
う
な

る
か
、詳
細
は
全
部
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

医
師
が
残
る
か
、
厚
生
連
が
補
充
す
る
か

決
ま
っ
て
い
な
い
。
診
療
科
確
保
、
医
師

派
遣
に
つ
い
て
医
局
へ
求
め
る
こ
と
を
、

今
後
も
努
力
し
ま
す
。

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
、
判
断
基
準
等
協
定
の

内
容
が
説
明
不
足
で
す
。

　

厚
生
連
よ
り
医
師
数
は
21
人
か
ら
26
人

と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
指
定
管
理
料
は
５

年
間
で
上
限
22
億
円
で
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

小関　祥子渡邉　隆

◆
遅
す
ぎ
る
議
会
へ
の
資
料
提
供
、

拙
速
な
土
岐
総
合
の
指
定
管
理
化

　

今
回
の
土
岐
市
総
合
病
院
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
こ
の
議
会
で
議
決

さ
れ
、
指
定
管
理
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、

期
間
が
約
一
年
ほ
ど
の
猶
予
が
あ
り
ま
す

ね
、
そ
の
一
年
間
で
相
手
方
と
の
協
定
内

容
の
詳
細
が
き
ま
る
と
す
れ
ば
、
今
回
決

定
さ
れ
た
指
定
管
理
者
に
有
利
な
協
定
が

結
ば
れ
る
気
が
僕
に
は
い
た
し
ま
す
。

実
際
に
土
岐
総
合
の
指
定
管
理
予
定
者
と

詳
細
が
ど
こ
ま
で
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
か

ご
答
弁
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
に
対
し
て
、
指
定
管
理
の
業
務
を

お
願
い
、
あ
る
い
は
条
件
で
指
定
管
理
予

定
者
に
特
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
予
定
者
と
内
容
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
回
、
議
会
に
ご
提
案
を
差
し
上
げ

ま
し
た
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の

協
定
は
、
締
結
を
ま
だ
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
と
指
定
管

理
予
定
者
の
間
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
同
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
土
岐
総
合
の
指
定
管
理
化
に
反

対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
該

の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
指
定
管
理
予
定
者
と
の
す
り
合
わ

せ
の
内
容
の
資
料
を
早
く
議
会
に
出
し
て

く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
た
ん
で
す
よ

ね
、
未
だ
に
そ
の
資
料
が
出
て
こ
な
い
ん

で
す
よ
。
議
員
が
議
決
を
し
よ
う
に
も
、

議
員
に
は
何
も
知
識
が
な
い
わ
け
で
あ
り

ま
す
し
、
委
員
会
の
直
前
に
出
し
て
い
た

だ
い
て
も
、
委
員
が
精
読
す
る
時
間
も
な

く
、
内
容
を
精
査
や
理
解
で
き
な
い
う
ち

に
拙
速
に
形
だ
け
の
委
員
会
審
査
を
済
ま

せ
る
こ
と
は
、
何
か
大
事
な
点
を
見
落
と

し
て
い
る
よ
う
で
、
土
岐
総
合
の
将
来
に

大
き
な
災
い
を
引
き
起
こ
す
よ
う
で
大
変

心
配
で
あ
り
ま
す
。
市
長
は
、
在
任
中
に

ど
う
し
て
も
土
岐
総
合
の
指
定
管
理
化
を

決
め
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　

資
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
際
に
十
二

月
の
時
点
で
は
、
ま
だ
素
案
は
全
然
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
指
定
管
理
す

る
方
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
ど
う
い
う
医

療
体
制
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
効
率
的
に

病
院
が
運
営
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
も
吟

味
し
な
い
か
ん
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

わ
け
で
す
が
、
今
回
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
中
に
は
、
向
こ
う
も
ど
の
よ
う
な
体

制
で
の
内
容
を
詰
め
て
き
て
お
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
そ
の
資
料

を
出
し
た
い
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小関　祥子小栗　恒雄
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土 岐 市 議 会 だ よ り

視　察　報　告

平成31年1月15日　滋賀県米原市
○議会基本条例の検証について・政治倫理条例の制定・改正について
米原市議会においては、基本条例の検証を４年に１回、または

必要に応じてこの条例の目的が達成されているかを検証シートを
作成し、それを議会運営委員会において検証したり、学識経験者
による議員研修と意見交換をおこなっているとのことで参考にな
りました。

平成31年1月16日　三重県鳥羽市
○議会基本条例の検証について・政治倫理条例の制定・改正について
鳥羽市議会においては、「通年会期」を採用しており、会期を
１年とし、災害時などには、すぐに予算の補正ができることがメ
リットであるとのことでした。鳥羽市議会災害時行動計画を策定
されており、これはおおいに参考にすべきと考えます。また、議
員の会派をなくし、全員協議で対応しているとのこと。会派の有
無については一長一短はあるがのびのびと発言できて特別な支障
はないとのこと。

自由闊達な意見交換など参考にしながら、土岐市議会も順に改革をしていく必要性を感じました。

△米原市視察

△鳥羽市視察

議会改革特別委員会

平成31年2月5日　兵庫県高砂市
○ごみ処理施設整備について
兵庫県高砂市・加古川市 ･稲美町及び播磨町の東播２市

２町では、既存のごみ処理施設の老朽化に伴い、廃棄物処
理の広域化を検討され、平成25年2月には処理施設の用地
を高砂市において施設整備を整備する事を決定され平成
34年3月の竣工にむけて建設中でした。建設工事費は約
238億円で、運営費は20年間の業務委託で年間約6億
7500万円となっており各市町での負担や運営費の減によ
り高砂市では大幅な負担の軽減の予定となっていると説明
を受けました。

平成31年2月6日　兵庫県川西市
○市立川西病院の指定管理について
市立川西病院は平成21年市立川西病院事業経営改革経営改善に努めた結果、医師確保と医業収益は

増加しましたが、医師の確保に伴う給与費の増や設備費用の増が収益増を上回り赤字幅は大きくなりま
した。平成26年度決算で経営健全化団体となったことから市立川西病院経営健全化計画を策定され経
営改善に取り組まれましたが、病院施設の老朽化、市の財政支援の限界と経営形態の見直しを検討され、
従来の市立川西病院250床と指定管理者の共立病院313床を合併し400床の新病院の整備を決定され平
成32年度から平成33年度に建設工事が行われる予定となっております。指定管理者の建設費負担によ
り現在の繰出金から比較すると大幅な財政負担の軽減となるとの説明を受けました。

△高砂市の建設中のごみ処理施設

行財政改革特別委員会
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特別委員会活動報告

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

土
岐
市
は
、
新
庁
舎
建
設
・
土
岐
口
開
発
関
連
事
業
・
駅
前
広
場
整
備
・

西
部
こ
ど
も
園
建
設
の
大
型
事
業
を
抱
え
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
問
題
、
増
え
続
け
る
社
会
保
障
費
、
総
合
病
院
の
今
後
の
方
向
性
な
ど
、

多
く
の
懸
案
事
項
を
か
か
え
な
が
ら
、
財
政
運
営
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
は
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
財
政
運
営
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
財
政
改
革
の
視
点
か
ら
、
調
査
・
研
究
を
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
五
月
に
設
置
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
市
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
総
合
病
院
と
環
境

セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
と
し
、
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

慢
性
的
な
医
師
不
足
等
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
一
般
会

計
を
圧
迫
す
る
総
合
病
院
状
況
に
つ
い
て
、
病
院
経
営
改
善
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
経
営
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
当
面
の
経
営

改
善
に
有
用
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
総
合
病
院
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
推

進
委
員
会
で
の
検
討
結
果
を
基
に
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
内
で
も

意
見
が
二
分
さ
れ
る
中
、
県
政
報
告
を
特
別
委
員
会
と
し
て
の
統
一
的
な
見

解
を
示
す
に
至
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
、
築
三
十
年
を
経
過
し
た
環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
平
成
四
十
二
年
度
ま
で
、
焼
却
炉
の
使
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
施
設
整
備
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

広
域
化
を
含
め
早
期
に
施
設
整
備
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
将
来
に
わ
た
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
の
で
き

る
よ
う
、
監
視
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

平
成
三
十
年
度
の
活
動

六
月
二
十
日

１
．
議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ
い
て

２
．
政
治
倫
理
条
例
の
検
討

３
．
議
員
間
討
議
に
つ
い
て
を
審
議
。
定
数
に
つ
い
て
は
人
口
が

五
万
五
千
人
を
切
っ
た
時
と
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
明
確
な
根
拠
が

な
く
、
再
協
議
と
な
っ
た
。
報
酬
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
。

九
月
二
十
日

１
．
議
員
定
数

２
．
政
治
倫
理
条
例
の
検
討

３
．
議
員
間
討
議

４
．
行
政
視
察
に
つ
い
て
を
審
議
。
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
全
国
議
長
会

の
調
査
結
果
か
ら
土
岐
市
の
人
口
五
万
五
千
人
を
基
準
と
し
、
そ
れ

よ
り
人
口
が
減
っ
た
時
に
一
名
の
減
と
決
定
。
通
年
議
会
に
つ
い
て

の
協
議
、
委
員
会
開
催
回
数
の
増
加
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
三
日

行
政
視
察
を
討
議
。
先
進
地
で
あ
る
米
原
市
議
会
、
鳥
羽
市
議
会
を
視

察
先
と
決
定
。

平
成
三
十
一
年
一
月
十
五・十
六
日　

米
原
市
、
鳥
羽
市
へ
行
政
視
察
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

視
察
を
終
え
て
の
意
見
交
換
。
次
年
度
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
へ
申

し
送
り
事
項
と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
の
検
証
。
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
。

通
年
議
会
の
検
討
。
会
派
を
無
く
す
こ
と
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
全
て
申

し
送
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
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政務活動費収支報告政務活動費収支報告

政務活動費とは、議員の調査研究に役立てるために必要な経費の一部として各会派（所属議員が１人
の場合を含みます。）に交付されるものです。

各会派は、毎年、１円以上の領収書を添付した収支報告書を議長に提出しています。
残額（返還額）がある場合には、市に返還しています。
ホームページにて、領収書を公開しておりますので、ご確認ください。

交付額　　議員１人あたり年額15万円 ＝ 月額12,500円 × 12か月

会
議
費

会
派
が
行
う
各
種
会
議
、
団
体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等
各
種
会
議
へ
の

会
派
と
し
て
の
参
加
に
要
す
る
経
費
（
会
場
費
、
資
料
作
成
費
等
）

要
請
・
陳
情
活
動
費

会
派
が
要
請
、
陳
情
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
（
交
通
費
等
）

広
聴
費

会
派
が
住
民
か
ら
の
市
政
及
び
会
派
の
政
策
等
に
対
す
る
要
望
、
意
見
を
吸
収

す
る
た
め
の
会
議
等
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
印
刷
費
、
茶
菓
子
代
等
）

広
報
費

会
派
が
調
査
研
究
活
動
、議
会
活
動
及
び
市
の
政
策
に
つ
い
て
住
民
に
報
告
し
、

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
広
報
紙
作
成
費
、
報
告
書
印
刷
費
、
送
料
、
会
場
費
等
）

資
料
購
入
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
図
書
、
資
料
等
の
購
入
に
要
す

る
経
費
（
書
籍
購
入
費
等
）

資
料
作
成
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
作
成
に
要
す
る
経
費

（
印
刷
製
本
費
、
翻
訳
料
、
リ
ー
ス
代
等
）

調
査
旅
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
先
進
地
調
査
又
は
現
地
調
査
に

要
す
る
経
費

（
交
通
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
等
）

研
究
研
修
費

会
派
が
研
究
会
、
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
又
は
会
派
が
他
の

団
体
の
開
催
す
る
研
究
会
、
研
修
会
に
参
加
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
講
師
謝
金
、
出
席
者
負
担
金
・
会
費
、
交
通
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
等
）

■平成30年度　各会派の政務活動費収支報告【交付対象期間　平成30年4月 ~平成31年3月】
内訳

会派名

交付額
（人数）

費　　目　　別　　集　　計
合　計

（執行率）
会派
負担額 返還額研究

研修費 調査旅費 資料
作成費

資料
購入費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費 会議費 その他の
経費

新世クラブ 1,200,000（8人） 643,486 445,720 0 0 0 0 0 0 0 1,089,206（90.7%） 0 110,794

絆 600,000
（4人） 351,212 0 0 0 0 0 0 0 0 351,212

（58.5%） 0 248,788

市民ライフ 150,000
（1人） 0 0 0 0 248,794 0 0 0 0 248,794

（100%） 98,794 0

公 明 党 300,000
（2人） 263,710 0 0 1,728 0 0 0 0 0 265,438

（88.4%） 0 34,562

礎 150,000
（1人） 77,610 0 0 0 0 0 0 0 0 77,610

（51.7%） 0 72,390

市民ファースト 150,000
（1人） 79,640 0 0 2,400 0 12,398 0 0 0 94,438

（62.9%） 0 55,562

日本共産党 150,000
（1人） 0 0 0 31,600 139,896 0 0 0 0 171,496

（100%） 21,496 0

 （単位　円）

そ
の
他
の
経
費

左
記
以
外
の
経
費
で
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
に
必
要
な
経
費

（
謝
礼
金
、
消
耗
品
等
）
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本年度は市議会議員選挙で新たな体制となりました。新しい
庁舎での臨時議会では正副議長、各委員会の正副委員長、各委
員メンバーが選任され、新年度がスタートしました。
これからも市民のみなさんから、見えやすく、開かれた議

会、委員全員で協力して分かりやすい紙面をめざして「議会だ
より」で議会活動の発信にこれからも努めていきます。
ぜひ新庁舎での本会議、各委員会や議会報告会などにもお気

軽にお越し下さい。積極的なご意見をお待ち致しております。
みなさんの声を行政に届け、よりよい土岐市政づくりに生か

して頑張ってまいりますので、これからもよろしくお願い致し
ます。 （文責　小関　篤司）

編集後記

議会だより編集委員会  ―――――――――――――――――
編集委員長：小関篤司　　副編集委員長：和田悦子
委員：西尾隆久　　楓博元　　後藤久男　　水石玲子
　　　安藤学　　　後藤正樹

会派の紹介　　※◎代表者

杉浦　司美

水石　玲子

◎北谷　峰二

楓　　博元

水野　哲男

◎小栗　恒雄

◎和田　悦子

安藤　学

◎後藤　久男

◎小関　篤司 ◎後藤　正樹

各務　和彦

◎西尾　隆久

新世クラブ

◎髙井由美子

公明党 市民ライフ 市民ファースト

◎鈴木　正義

至誠クラブ 市民ネットとき市民の和 新しい風日本共産党

山田　正和

加藤　辰亥 加藤　淳一

６
月
４
日（
火
）　

本
会
議　

初
日（
議
案
提
案
説
明
）

６
月
14
日（
金
）　

本
会
議　

２
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
一
般
質
問
）

６
月
17
日（
月
）　

本
会
議　

３
日
目（
一
般
質
問
）

６
月
18
日（
火
）　

本
会
議　

４
日
目（
一
般
質
問
）

６
月
19
日（
水
）　

文
教
厚
生
委
員
会

６
月
20
日（
木
）　

総
務
産
業
建
水
委
員
会

６
月
27
日（
木
）　

本
会
議　

最
終
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

次
回
６
月
定
例
会
（
予
定
）　
※
午
前
９
時
開
会
予
定
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
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